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い）ものである。形式的にいうと,列X = hx1; x2; :::; xmiが与えられたとき,X の添字の
増加列 hi1; i2; :::; ikiが存在して,すべての j = 1; 2; :::; kについて xi = zj が成り立つとき
Z = hz1; z2; :::; zkiのことをXの部分列（subsequence）という。たとえば,Z = hB;C;D;Bi
はX = hA;B;C;B;D;A;Biの部分列であり,対応する添字の列は h2; 3; 5; 7iである。
共通部分列（common subsequence）
２つの系列X と Y に対して,Z がX と Y の両方の部分列であるとき,Z のことをX と
Y の共通部分列（common subsequence）という。たとえば,X = hA;B;C;B;D;A;Biで
Y = hB;D;C;A;B;Aiのとき,列 hB;C;AiはX と Y の共通部分列である。
最長共通部分列（LCS）
２つの列 X と Y で,X = hA;B;C;B;D;A;Bi で Y = hB;D;C;A;B;Ai のとき, 列
hB;C;AiはX と Y の共通部分列であるが,最長共通部分列（LCS）ではない。というの
は,これは長さが 3であるが,列 hB;C;B;AiもXと Y の共通部分列であり,長さが 4だか




列X = hx1; x2; :::; xmiと列 Y = hy1; y2; :::; yniに対して列Z = hz1; z2; :::; zkiをXと Y
の任意の LCSとすると,次のことが成り立つ。
² xm = ynならば,zk = xm = ynであり,しかもZk¡1はXm¡1とYn¡1のLCSである。
² xm 6= ynのとき,zk 6= xmならば Zk¡1はXm¡1と Y の LCSである。
22
² xm 6= ynのとき,zk 6= ynならば Zk¡1はX と Yn¡1の LCSである。
　また,列Xiと Yj の LCSの長さを c[i; j]と表すことにする。i = 0または j = 0なら
ば,これらの列のうちの一方は長さが 0であるから,LCSの長さも 0である。
これらのことから,次の漸化式を得ることができる。
² i = 0または j = 0のとき,c[i; j] = 0
² i; j > 0かつ xi = yj のとき,c[i; j] = c[i¡ 1; j ¡ 1] + 1
² i; j > 0かつ xi 6= yj のとき,max(c[i; j ¡ 1]; c[i¡ 1; j])
LCSの算出法




表中の (xi; yj)が表すマス目を b[i; j]とする。b[i; j]内の矢印は,
² i = 0または j = 0のとき,矢印なし
² i; j > 0かつ xi = yj のとき,\ -"
² i; j > 0かつ xi > yj のとき,\ Ã"
24
² i; j > 0かつ xi · yj のとき,\ ""
となっており,b[i; j]内の数値は c[i; j]となっている。
このとき,LCSを算出するためには,単に b[7; 6]から始めて矢印にしたがって表をたどっ
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